Study on Air Pollution of Semi-closed Space by 中根, 芳一 et al.
- 93ー大阪市立大学家政学部紀要 ・第21巻 (1973) 
半密関空間における空気汚染について
大阪駅東ロガード下での自動車排気ガスによるco汚染調査
横 田圭森 山正 和中根芳 一
Study on Air Pollution of Semi-c1osed Space. 
M ORIYAMA AND KEI YOKOTA Y OSHIKAZU NAKANE. M ASAKAZU 
査はCOill度の時刻変動や日平均浪皮，休日と平日の滋
度を比較することが目的であり， 1 1:1調査は， CO湿度
分布の性状を把えることを目的とした調査である。
2.2.期間
(1) JtlI問調査
昭和48年4月24日-5月4R 
5月19日-5月231:
11日間
5日間
計16日間
(2) 1円調査
昭和48年5月19日(土服日)10: 00-19 : 00 
2.3.場所
国鉄mロガード下.測定{問所を図ー 1に示す。}例1ft!綱
官1;1:図ー 1のH地点(歩 ・I11il分餓棚上)に於て，地上
150cmの位置で行なった。 ? ???? 「
まと 1日制査は図ー1のA-しに於ける地上150cmの
佼笥11個所と，更に高度分布を知るために，F， J点で
は地上5mの歩道的上.文H地点(ガード下)では 0.5
m， 3.0m， 5.0mの3点， KJ也点 (阪急百貨l古)では6.5
m， 14.0m， 20.0m， 31. Omの4点についても窓から道路
IHIへパイプを約30cm出して係気し.測定した。
xc。企皇制定
o "'4."血a電車司邑
• a・.l.Alitt司E
測定個所
宵
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1.はじめに
高度経済成長と共に我国における自動車の普及も著る
しい。特に l平方キロ当りの自動車の保有台放が世界一
位といわれるまでになると，自動車の{受益性よりも阻害
婆図の方が問題とされるようになって来た。自動車によ
る騒音や排出されるガスに含まれる有客物質(CO，NOx，
Pb.煤など)によって人々の生活基盤さえ.失われよう
としている。この問題は人口の集中，自動車の集中の激
しい都市部で特に大きな社会問題となって来ている。筆
者ら1;1:以前にも自動車交通による住環境汚染に関して報
告したことがあるが，今回lま，制1市内部でも特に汚染が
i飲しいとみられる国道176号線の国鉄大阪駅東ロガード
下側;分を対泉として調査を行なったので報告する。
国鉄大阪駅の東IP.lIにあるガードは隣後する歩道係も含
めるとが.Jl20mに亘って国道176勾級を覆っており，その
Jr， 176号線l主幹線道路で交通益も多<，又信号ーで自動
車がガード下に停止するため，自動車排気ガスによる汚
染が著るしいと従来から考えられていた場所である。そ
の上当ガード下は歩行者も多〈歩行省への影響も憂慮さ
れている。
しかるに.昭和48年度に大阪駅東ロガードの南側176
号線上にも歩道t制唱設されることが日月かになったため，
ガード下空気の汚染の明大も考えられ，歩道総完成後の
汚染状態と比較する上からも，現状J巴熔が必要会ことか
ら，大阪駅東ロガード下の一自主化炭紫浪皮測定を行なっ
たηCOガス濃度の時刻的変化や.ガード下におけるCO
J程度分布， COガス拡散の状態を知ることにより，この
ような半位:間空間における空気環境改善の資とする事を
向的としている。
2.測定方法
2. 1.~要
潤査は則1m積i査と 1日鈎査にわけで行なった。期間話i
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2.4.方法
(1) CO漫度
目立脚品製LIAー 2型赤外線分析計を用い， ペンレ
コーダーにで自動記録させた。期間調査では. H点地上
150 anの敏後空気をIOnni圭溢ピパイプを過してポンプで
吸引し.前記分析針に婦人した。また. 1日調査に於て
は，各測定点.地上150聞の位置の被検空気を7 イラー
バッグ (COガスを透過しない)に5分間，各測定地点
同時に採気し，期間1創主主に使用しているのと向型式の，
もう一台の赤外線分析官十(日立堀場L1 A-2型)で分析
~èUした。
(21 ガード下の高度分布
Cu-C。熱11P1を.H地点に立てた支柱の地上0.5m.
1. 5m. 3.0m. 4.0m. 5.0m. 6.0聞の6個所を取り付けて，
自動:ejおnVMに記録測定した。
(3) 風速の水平分布
図-11こ示す測定点に於て，地上120anの位置の風向.
風巡を測定した。風向は先端に紙片を付けた糸の流れで
やH訴し，風速はアネモマスターAM-All型熱線風述書十
で計測した。その{也.JIIl問調査中の大阪管区気象台に於
Itる空t.データを用いた。
(4) .白動車通行量
5月19日の1日調査の期間中.C oil皮の測定時刻.
5分間の自動車通過台数を南行.北行別に針敏し，同時
に船影した写真より，大型車の混入率を求めた。
3.測定結果
測定結泉l;t大阪駅東ロガード下のCOによる汚染がか
なり激しいことを示した。瞬間的にはco漫度が220pp
mを越す喝合もあり，このガード下にパスの停留所や飲
食底 (大部分の16の内部iま別途空舗されており問I!!ない
が)があり，又，通行人も多く問題である。知らず知ら
ずのうちに悪化のitを辿っている微々な都市空間のう ち
でも最懇のもの、ーっといえる。
3. 1.期間慣査の結果及び考察
図-1 H 地点においてCO浪度を連続測定した結果
から.各測定日の時刻j別に整理した→列を，汚染の激し
かった5月2日を例と して図-2に示す。プロットした
時刻を挟む1時間の平均浪度..&お ./jl低浪度， 及びタ
イムレートによる中央鑑.90%レンジの上下限値を示し
ている。
測定の全期間に亙って同織に行なった整理の結架から，
タイムレートによる中央値及び90%レンジ上下限値を，
欠測のためにまとめられない臼を除いた全測定日14日間
の時刻別平均値と， 平日のみ10日間の時刻別平均値，休
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図-3 -5 COil皮の時刻l変動
84日間の時刻別平均値に分けて示したのが図ー3-図
-5である。午前9時から午后7時の聞が符に自動車の
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中線他:半密関空間における空気汚染
動きが激しいことが良くわかる。
この傾向は平日に於て顕著であり，休日ではそれ程著し
くはない。
一酸化炭素に係る環境基準値は透続した8時間値及び
連続した24時liJIliYとして定められており.どのji!l続した
81寺間なり， 24時間をと ってもよいわけであるが，一応
汚染の箸るしいと!忍われる11時-18時と，反対に汚染の
少ないと忠、われる01寺-71:¥" それに OU寺-231時の241寺
問の夫々平均値を示したのが図-6である。
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図-6 各日の平均値及びi藍綬8時間.12時間平均値
この結果と環波~~IifIñ.を比較して示したのが表ーしで
ある。表ー lからもl明らかな如く，大阪駅東日ガード下
表-1 測定結果と環境基準との比較
1f測関査結果
環境基副島
実測期間中平均 );湖最高
連続8時間 20ppm以下 円中40-50p阿1 (5月2日8・∞-15:00) 
平均値 深夜15-20阿m l04ppm 
24時間 10p伺1下 30ppm前後 (S丹2日}
平均値 ぬ仰m
のCOil農l交は環境基準値を大巾に上まわっており，基準
値の2-3倍の汚染レベルであるといえる。特に5月2
日は実iJI~)gHillq'でも飛び抜けて吊Iji湿度を示している。 5
月21:1はゴールデンウィ ーク中の平日で 5同1E:lがメ
ーデー 5同5日が祭日であることを考えると，商f.s，
会社の決算日であったともいえ，自動車の停滞が激しか
ったと予想される。この5月2日の8時-15時の間の述
続した81時間平吻fn.1ま104ppmにもなり. OH寺-23日寺ま
での述続241時11平均値でも 5月2日は55ppmと 8時間
1直.24時間{直とも環成基準の5倍強の汚染である。
また，全測定日寺NlI( 316U:~問}を タイムレートすると C
O濃度の平均値が10ppm以下の時間は4.6%.20ppm以
下である時間は24.2%しかなく，汚染のひどいことを示
している。
( 41 ) 
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3.2 1日調査の結果及び考察
1 13絢査は午前10時30分から午後6時30分迄.30分~
1時間毎にCO滋度の水平及び垂直分布の測定をhった
ものである。測定結果を図ー7-図一101こ示す。
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図ー7 自動車通過台数と各測点のCO濃度の時刻l変化
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図-8 ガード下での CO濃度高度分布
学本調査日の気象状況は大阪管区気象台の記録によれば，
快晴で風向は西南西，風速は昼間5.5m/S-7.3m/Sで
あった。これは図ー11に示すように期間調査の全日時刻
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別平均と較べて風の強い日であったといえ，この日のiftlJ
定結果が一般的なガード下の濃度分布を示すとはいえな
い。又.coガスの拡散も普段より速いものと思われる。
それでも図ー7にみられる如く ，ガ←ド下では40-60pp
m前後の高浪度が各測定地点で認められる。
自動車の通過台数は表-2のように，南行が北行の1.5
-2f音近くあり，当然来fRIJの歩道の方が西側よりも高濃
度になると予想されるが，この調査日は西南西の風が強
かったことなどから，図-12のようなco濃度の分布が
図-9
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阪急百貨庖でのco濃度高度分布
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みられた。ガード南東にある阪急百貨庄の建物に当って
ガードの南からガード下に吹込む強い風で汚染空気が押
図ー10
ガード下の時刻別通過台数と大型車の混合率(5分間)
10: 40 11:00 11: 30 12: 30 1 : 30 2: 30 3: 30 4: 00 4 : 30 5: 00 5: 30 6: 00 6: 30 
筒 台 数 202 230 258 174 237 205 249 224 184 226 252 216 236 
行 大型車混合率 10 15 8 14 17 12 17 12 
1ヒ i口J、 数 135 143 153 142 157 130 127 135 122 138 161 163 147 
行 大型車混合率 5 7 20 20 27 15 21 16 
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表-2
中級飽:半密閉空間に必ける空気汚染
しi液され，ガードの北側附道であ温度が現われたものと
f里定される。
図-81こ於て，ガード下のco語ilj(l.t上層に行く程.
波度が高いことがわかる。水平方向にしか逃げI訟のない
ガード下でl.t.自動車の排気熱で上層にむし上げられた
汚染空気l.t上層によどむことを示している。
又.図-9のH地点におけるガード下気温の上下分布
から.自動車の動きのi数しい日中は，ガード下の空気が
舵持されることも大きく ，温度の上下分布も少ないが，
空気の乱れの小さい夜間l.t上下の温度差が大きくなるこ
とが分かる。
阪急百貨庖の窓から採気した空気中のco濃度は，図
-10の如〈当日風が強かったこともあって，J也上31m迄
浪度の減衰は殆んどみられず，このことは大阪駅のF付近
広範聞に亘って30ppm程度の汚染が存在することを呪わ
している。といえよう。
4.まとめ
以上の測定結裂から大阪駅東ロガード下の空気汚染は
箸るしく ，早急に何等かの改普・1ifを縄こす必要がある。
大阪市環境保健局でも昭和48年4月10日から 5月10日
迄ガード下の西側悠物際地上2.5mの位置で測定を行な
っている。その結裂は月間平均19.1ppmであったという3)
実測期間及び欠測時削が異なるため単純には比較出来な
いが，本調査に於ける平均約30ppm1ま環境保健局のデー
タの約1.5倍の能である。これは先の袋一2に示した南
行と北行の通行自動車台歓でも南行が北行の1.51，告-2
倍近くあることからいって当然の結巣である。
「一般化炭素に係る環鏡基司自」でl主連続した8時間平均
値20ppm，途絞した24時間平均値10ppmとなっているが;
例え短時間にしろ人体に対して悪影響を及lます恐れのあ
る高浪度汚染が認められる局所，特に湿度変動の大きな
局所では.平均滋度しかも長時間の平均値でもって考え
るのは危険である。騒音についてもいえることだが，環
境基準としては.平均値でなく .少なくともデイムレー
トの90%上限飯で判断するのが良いと思う。
今回の調査結果から，タイムレートの中央値と90%レ
ンジ上 ・下限値との関係を図示すると図-13の如くにな
る。 90%上限値は中央値の約1.8 f音である。また平均値
とタイムレ トー中央値でl.t図ー14の如<，低滋度では，
11 "等しいがお滋度では平均値が中央値の約1.1倍{立に
なる。 lPち.90%上限値は平吻値の約1.6-1. 8倍位の浪
皮があるといえる。
尚.本調査に於て.採気パイプに取付けた除/Jiフィル
ターに著るしい汚染が認められた。
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図ー14 CO濃度の中央値と平均値の関係
このことから，大阪駅東ロガード下のような半密閉空間
では，走るIや風.歩〈人間によってまき上げられる鹿
後や排気ガス中の媒による空気汚染もかなりひどいとい
える。
5.鍵案
環境問闘の多く l.t，我々の身近かな生活環境を少しで
もよい方向に向ける本と，その被上げによって，都市会
( 43 ) 
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{本の目指すべき環境を追求することで解決への糸口が附
かれるものと思われる。慈では，大阪駅東ロガー ド下の
環境改善に対して，次のように提案したい。
(1)1負気設備を設けること。ガー ド下の汚染空気を備に排
出するジェットフTンが計画されているようであるが.
ガードの長さがlωm以上もあη，文上部に高汚染空気
がたまっていることからいって，ガード上部の国鉄線路
上に排気するファンが布効である。出来ればガードの精
進も現在のようは密閉された形成から線路の下だけに綿
をわたし，線路と線路の"'，1;1開放した形成にすることが
望ましい。
(2)通行革車両台歎の規制，もともとこのような空間に自動
車と人間の生活空間が共存すること自体が問題である。
鶴市環境からいっても.バイパスを設けて市内を通過す
る事桶数を減ずることが必要である。
(3照明設備をI曾加させて明るくし.現在の陰気な感じを
なくすように心機It.汚染のセンサーの意味も兼ねた並
木をガー ド大に作る。
(4)ガード下のパスの停留所を外部に移動させること。ま
た歩道総の建設により，更に空間を¥!;rJ!{tすることはさ
けねばならない。
6.おわりに
自動車排出ガスによる空気汚染は. COに限らず.NO
N0 2 • Pbなどがあり，また空気中にまきあげるほこりも
無視出来ない。昭和50年からは日本版マスキー法の規制
で新車の小型ガソリン率については可成り有害ガスの発
生が減るとはいえ.NOxの発生の多いジーゼル率や炭化
水素を多く発生する2サイ クルの軽自動車などが聖子放し
状態であり，また使用中のガソリン取についても問織で
あることから.古島ガス規事1)の効果は疑わしい (むしろ石
油欠乏による走行滅規制などの効果の方が顕著に現はれ
ると忠われる)。
また自動車のもつ便利さに比し交通~飲等，その客は
ますます大きなものになって来ている。その他，自動I事
優先の歩道橋建設という姿勢も問題である。
白からの生活環境を白からの手で向上させて行くため
にも白からの必要に応じた消貨と行動について，改めて
考えなければならないのではなかろうか。
最後に，本調査に多大の御協力を緩いた尾崎-fl)1医師
をはじめ，弘和会事務所の方4.大阪鉄i益管理局の方々，
阪急百貨庖施設課の方々に泌意を妥します。また本学都
研究生の本回えり，市大工学部大学院生の宮崎竹二.山
本ふみニr. 本学部学生のillEÐ恵子の~ttならびに奈良女
子大学家政学部の学生諸君の協力に対し感謝いたします。
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